
活動団体名：（一財）箱根町観光協会
活動地域 ：神奈川県足柄下郡箱根町

活動におけるテーマ
『みんなでつくる SDGs Show Room』
本事業への関わり：2年目

令和4年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング配布資料
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活動団体と地域の紹介
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現時点の地域版マンダラ
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活動計画（概要）

・資源循環（ゴミの削減）
・自然資源（箱根の森の利活用）
・地域経営（少子高齢化・働き口確保）
・交通問題（渋滞・排気ガス）
・取組の周知（周知・情報発信の一元化）

環境整備を通して構築する “地域プラットフォーム” のイメージ（体制、機能、規模感、等）
・町の基本計画と連動
・箱根町内の至るところで、住民・事業者問わずSDGsにつながる取り組みがなされている
・それらSDGsにつながる取り組み事例が一元化されており、箱根町全体としての取り組みとして広く
周知されている。

・SDGs Show Room
・環境先進観光地として、SDGsにつながる取
組みを2,000万人の観光客に体験してもらう。
・環境先進観光地の担い手である地域住民と
地域の事業者が、SDGsにつながる取り組みを
実践し、相互参照できている。
・観光客の満足度向上と地域住民が感じてい
る住みにくさ働きにくさが解消され、環境と
社会課題が統合的に解決されている。

地域プラットフォームを形成して
解決したい地域の課題 地域のありたい未来

想定している資源（ヒト、モノ、資金、情報、等）※地域内、外も含む
・行政（町）の全面バックアップ体制
・DMOを中心とした広い関係性と多くの合意形成の成果
・富士箱根伊豆国立公園に位置する年間約2,000万人が訪れる観光地
・首都圏から最も近い観光地
・利便な交通機関
・提携を希望している多くの企業
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目指す“地域プラットフォーム”のイメージ

・住民
・環境保護団体
・林業関連
・漁業関連
・金融機関
・小売店（コンビニ含む）

2023年3月 1年後の地域プラットフォームのイメージ

・ステークホルダーの多さに
よる合意形成の難しさ
・事業者間によるSDGsに対
しての温度差
・ SDGs関連の取組みとコス
トとのコンフリクトの顕在化
（事業化への実議論開始時）
・多くの課題の中から何を事
業化（具体策）するのか

←新たに加わってほしいSH

←想定している課題・阻害要因

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ

2021年度からの変更点
・従来のDMO構成メンバー以外にもステークホ
ルダーを広げる
・エリア外の企業との連携も視野に入れる
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地域の「ありたい未来」を実現するために何をするか

地域のありたい未来
・SDGs Show Room
・環境先進観光地として、SDGsにつながる取組みを2,000万人の観光客に体験してもらう
・環境先進観光地の担い手である地域住民と地域の事業者がSDGsにつながる取り組みを実
践し、相互参照できている。
・観光客の満足度向上と地域住民が感じている住みにくさ働きにくさが解消され、環境と社
会課題が統合的に解決されている。

地域のありたい未来を実現するために、中長期的に見て必要な取組や仕組みは何か
・現在できていない住民や環境保護団体との合意形成の座組み
・町・各企業・団体が個々で行っている取り組みを取りまとめて発信する枠組み
・箱根町の総合計画との連動
・事業化（収益が上がり持続可能な）の仕組み

今年度取り組みたい事（本事業でチャレンジしたい事）
・観光事業者以外（住民・環境保護団体）との連携
・複数の事業化（スモールスタート）
・次年度開始事業に向けた環境整備（町予算の確保、各SHとの合意形成等）
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4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

事業全体の予定

曼荼羅図構成期間

事業化準備期間

協定締結（活動予算執行開始）
◆キックオフ ◆成果報告会

◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール

ステークホルダーミーティング

中間共有会

共生圏フォーラム

曼荼羅図完成

実施事項の
議論

実施事項の
優先順位付

事業化Aプラン
（実施に向けた準備）

事業化Bプラン
（実施に向けた準備）

事業化Cプラン
（先行実施事業）
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